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プロジェクト課題

背景・目的
2005年12月、日本海側の送電設備において、過大な着雪の重みによる送電鉄塔の一

部損壊や、電線のギャロッピング＊1 による短絡事故、がいしに付着した多量の雪に含ま
れた塩分による絶縁低下（塩雪害）が発生した。このような送電設備の雪害を教訓として、
電力安定供給を確保するための各種雪害対策の効果検証や雪害事象の解析・予測技術の向
上が求められている。

本課題では、送電設備の雪害に関するデータ管理と観測を一元的に行い、実線路での気
象・着雪観測を踏まえて、雪害に関わる現象の解明や解析・予測技術の向上を図る。

主な成果
1．送電設備の雪害現地観測の継続と取得データの一元管理

全国に設置した送電設備の雪害観測システムによる観測と着氷雪事故データベース
（DB）および気象DB の運用を継続するとともに、これまでに取得した観測データの
分析を進め、雪害対策品の効果検証と着雪観測データに基づく電線着雪予測手法の改
良を行った。また、観測された 4導体電線のギャロッピング挙動の分析を進め、着雪
分布を考慮した数値解析によって、振動形状の再現に成功した。

2．着雪がいしの耐電圧試験法の確立
塩雪害対策の効果検証のためには、着雪したがいしの耐電圧特性の解明が重要であ

る。海外試験設備を利用した試験により、塩分を含む導電率200μS/cm程度の雪が
154kV級のがいしに圧密着雪し、散水によって含水率を上げた条件における耐電圧試
験方法を確立した（図1）。

3．電線のギャロッピング現象解明に向けた実験手法の考案
現地観測で把握が難しい電線のギャロッピング現象の発生条件や振動特性を解明す

るには、入力条件が明確な屋内実験が有効である。2010年度には、ギャロッピング
実験専用の風洞を導入して（図2）、2009年度までに開発した電線実径間の振動特性
再現手法を適用した実験を行い、実径間と同様の低振動数・大振幅のギャロッピング
現象を屋内実験で再現することに成功した。

4．飛来海塩累積値の広域空間分布推定手法の開発
架空送電設備の効率的な保守のため、主要な腐食環境要因である飛来海塩粒子につ

いて、その累積値の広域空間分布を把握する必要がある。局所地形の影響も考慮でき
る当研究所開発の風況・海塩粒子輸送解析コード NuWiCC‒ST について、数十km を
超える広い範囲の累積的な飛来海塩量評価に適用可能であることを確認するとともに

［N10006］、海上風速と吹送距離を考慮した海上の海塩濃度設定法を新たに提案した
［N10012］（図3）。本解析コードは、電力各社の飛来塩分マップ作成に広く活用された。

＊ 1：着雪した電線が、風を受けて上下に大きく揺れる自励的な振動現象。振幅が大きくなると電線短絡など
の電気事故に、あるいは大きな振動が継続すると疲労で設備損傷に至る場合もある。

送電設備の風雪塩害評価
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図3 年間平均の飛来海塩量分布（地上高さ40m） 

当研究所開発の風況・海塩粒子輸送解析コード NuWiCC-ST を用いて、広い範囲の年間平均の飛来海塩量分布

図を作成した。複数地点での海塩の観測データと解析結果との対比により、本手法の適用性が確認された。 
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図1  着雪がいしがフラッシオーバに至る過程 

 

風洞仕様 
型 式：吹出し式 
    軸流ファン型 
吹出口：高さ 2.5m 

幅 1.6m 
風 速：3.0～16.5m/s 
風速の乱れの大きさ 

：0.5%以下 
図2 送電線部分模型を用いた屋内実験によるギャロッピング再現実験装置 

風洞吹出し下流に広い空間が確保されており、電線実寸部分模型と 2009 年度に開発した模型支持手法を用いた

実験により、送電線実径間と同様の低振動数・大振幅のギャロッピング現象を屋内で再現することができる。 
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図2　送電線部分模型を用いた屋内実験によるギャロッピング再現実験装置
風洞吹出し下流に広い空間が確保されており、電線実寸部分模型と2009年度に開発した模型支持手法を用い
た実験により、送電線実径間と同様の低振動数・大振幅のギャロッピング現象を屋内で再現することができる。
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図を作成した。複数地点での海塩の観測データと解析結果との対比により、本手法の適用性が確認された。

（b） 課電開始直後
（部分放電）

（a） 着雪で覆われた
長幹がいし

（c） フラッシオーバ
直前

（d）フラッシオーバ

02-2電力.indd   31 11/06/13   14:55


	電力中央研究所の組織
	目　　次
	1.研究活動概要
	プロジェクト課題

	2.主要な研究成果
	プロジェクト課題
	原子力技術
	圧力容器の照射脆化と健全性評価
	S C C 現象の解明と健全性評価
	配管減肉・減肉耐震評価
	機器・配管および電気計装品の劣化診断
	リサイクル燃料の輸送・貯蔵
	高レベル放射性廃棄物処分
	低レベル放射性廃棄物処分
	原子力土木構造物の耐震裕度評価
	金属燃料サイクルの実用性評価
	低線量放射線影響の機構解明
	合理的放射線安全確保

	電力安定供給技術
	変電・地中送電設備の劣化診断・高経年運用
	送電設備の風雪塩害評価
	P C B 汚染変圧器の簡易処理・計測技術
	配変電設備の戦略的災害復旧支援
	I C T 社会における雷害対策
	水力施設の防災・維持管理技術
	検査・予測・監視の統合化設備診断技術
	I G C C の燃料種拡大化・高効率化
	低品位燃料の利用技術
	バイオマス／廃棄物高度利用技術
	C O2回収型火力システム
	C O2貯留技術

	環境・エネルギー利用技術
	温暖化の長期予測と適応支援
	暴風雨予測と電力設備の温暖化影響評価
	電化厨房設計支援
	高性能ヒートポンプ
	低損失パワー半導体
	低損失コンパクト電力変換応用機器
	二次電池利用
	高安全リチウム電池
	需要地系統の需給一体化運用・制御
	次世代通信ネットワークシステム
	デマンドレスポンスの評価
	需要地系統と協調した基幹系統の運用
	需要地系統用次世代機器
	エネルギー技術戦略


	基盤技術課題
	社会経済研究所
	システム技術研究所
	原子力技術研究所
	地球工学研究所
	環境科学研究所
	電力技術研究所
	エネルギー技術研究所
	材料科学研究所


	3.主要な新規研究設備
	主要な新規研究設備
	高拘束条件下き裂進展特性評価設備
	大容量電力短絡試験設備－投入開閉器の更新、発電機相分離母線の更新
	電力系統シミュレータの設備更新・増強（第2期）


	4.活動実績
	付表
	研究報告等
	特許登録一覧
	出版物
	外部表彰
	公刊物等一覧
	所在地一覧


	M10024



